
気仙沼市の国道４５号気仙沼バイパ

スは「花のみち４５」と呼ばれ，約６ｋ

ｍに渡り沿道の花壇に咲く花々が，ドラ

イバーたちの目を楽しませている。  

 植栽と花壇の維持・管理は，例年，自

治会や学校，市民ボランティアなどが行

っていたが，２年前から市の農業委員会

も花壇を確保し，植栽を行っている。今

年は，６月１１日の早朝，委員らが力を

合わせて今年で３回目の植栽を行った。 

この作業を提案したのは，同市農業

委員の畠山盛信さんだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畠山さんは，景観植物を植えることで

農地の遊休化や荒廃を防ぐ活動をした

いと考えており「周囲の理解を得るため

に，自分たちの景観を育む姿と花の美し

さをアピールしていく」と意気込む。  

 花壇にはサルビアやメランポジウム

などが定植され，色鮮やかな花を１０月

まで楽しむことが出来る。農業委員会で

は来年以降も植栽を継続していく。  
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